
平成２５年度　政府予算案（大阪府治安対策・青少年関係）の決定内容
平成25年2月21日
大阪府
※ ２月１日現在で国の各省庁からの情報により作成したものです。
	要望・提案事項
	概算要求状況
	予算内容等
	備　考

	１．子どもへの性犯罪に対する再犯防止対策の推進

◇　国における再犯防止対策の早期確立・
実施

　・次代を担う子どもに対する性犯罪の
影響の大きさに鑑み、諸外国の取組み等
を参考にしつつ、再犯防止対策の早期
確立と実施
◇　大阪府の実施する取組みへの支援

　・府における取組みを国のモデルケース
とするなど、財政的な面を含めた支援

	◆予算項目以外の状況
「大阪府子どもを性犯罪から守る条例」が施行された平成24年10月１日から、次の事項について法務省の協力を得ている
・大阪府条例に関して、全国の刑事施設において、ポスター掲示等による周知の実施
・大阪府条例について質問等があった場合の対応の実施
・在所証明書の発行の実施

	

	２．ひきこもり青少年の支援施策の充実
◇　市町村と都道府県の役割分担の明確化
◇　ひきこもり等支援に活用可能な交付金
制度創設等の財政措置


	◆概算要求の状況　厚生労働省
ひきこもりの人やその家族への支援　　　　　　〔全〕7億円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新規）

○ひきこもりサポーター養成研修事業　　〔全〕０．３４億円
　・ひきこもり地域支援センター等で養成研修を実施
　　研修修了者の情報管理

　　　都道府県・政令市 計67か所
　　　（1か所〔事〕100万円、〔国〕50万円　補助率1/2）

○ひきこもりサポーター派遣事業　　　　〔全〕６．６２億円
　・ひきこもり家庭へサポーターを派遣し、地域に潜在する
ひきこもりの発見・早期支援等

　　　市町村 441か所

　　　（1か所〔事〕300万円、〔国〕150万円　補助率1/2）

	セーフティネット支援
対策等事業費補助金
　　〔全〕２５０億円の内数
	

	
	◆予算項目以外の状況

　・国において、「ひきこもりサポーター養成研修事業」を都道府県事業、「ひきこもりサポーター派遣事業」を市町村事業として位置付け

	


注） 〔全〕：全国枠予算、〔国〕：国費ベース、〔事〕：事業費ベース
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